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　疑問文には，直接疑問文と間接疑問文の二通りがある。それと同様に，
条件文にも，接続詞のない条件文と，接続詞のある条件文の二通りがあ
る。また，非現実比較文にも，型非現実比較文と，型非現実
比較文の二つがある。どれも二つのパターンを使って，表現されている。
ここでは，その二つのパターンを持つ疑問文，条件文，非現実比較文の
関係を考えてみたいと思う。
Ⅰ　疑問文と条件文の関係
A）　直接疑問文と接続詞のない条件文
　直接疑問文は，直接相手に問いかけるので，基本的には，直説法が使
われる。
　　	

　　（君は，時間があるのか？）
また，外交的表現ということで，接続法Ⅱを使うこともある。
　　	
	
　　（あなたは，私に，駅への道を教えることが出来ましょうか？）
それと同様に，接続詞のない条件文も，直説法と接続法Ⅱが使われる１）。
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　　	



　　（君に時間があれば，私と一緒に来てほしい。）
　　	

	
　　（君に時間があったら，私と一緒に来てほしいのに。）
直接疑問文と接続詞のない条件文は，文型も話法もイコールとなってい
る。さて，ここで問題があるとするならば，それは，仮の話を持ち出す
条件文に直説法が使われているということにあるかも知れない。だが，
これは，接続詞のない条件文の由来が大きく関わっている事柄である。
接続詞のない条件文は，直接疑問文に由来し２），相手に疑問を発し，そ
れを帰結させることで，成り立っているものである。例えば，
　　	

	

　　（あなたが私に妹をくれれば，私はそれを致しましょう。）
という文は，
　　	


　　（あなたは私に妹をくれますか？）
と相手にたずね，それを
　　	

　　（そうであれば，私はそれを致しましょう。）
と帰結させることで成り立っている。直接疑問文から条件文が生まれて
いるのであれば，条件文の内容がたとえ仮りの話であっても，条件文に
直説法現在が使われているのは，当然の成り行きと言えよう。この接続
詞のない条件文は，直接疑問文に由来しているわけだから，接続詞のな
い条件文と言うよりは，直接疑問文型条件文と呼んだ方が，よりふさわ
しいように思われる。
B）　間接疑問文と接続詞型条件文
　上述の直接疑問文と直接疑問文型条件文とは違い，間接疑問文と接続
詞型条件文は，一見すると，関係がないように見えるかも知れない。間
101（２）
接疑問文は，接続詞にを使い，条件文は，接続詞に，，
，，，などを使っているからである。現代ドイ
ツ語の範疇では，両者の関係は，分かりづらい。だが，中世高地ドイツ
語まで遡ると，両者は，隣り合わせの関係となってくる。間接疑問文は，
現代ドイツ語と同様，が使われ，それと同時に，条件文にもが使
われていたからである３）。
　　	
	
　	
４）
　　（おまえにとってそれが不名誉とならないならば，わしは，おまえ
と一緒にそこへ行こう。）
　　	
	　	

　　	

　	

	５）
　　（彼らがいつか再びこの国へ帰って来られるかどうか，彼らのため
に，女も男も心配した。）
また，話法の点で言えば，間接疑問文では，現代ドイツ語と同様に，接
続法現在（接続法Ⅰ）と接続法過去（接続法Ⅱ）が主で，直説法の使用
も見られた６）。
　　　　　　　　　　　　　　　　	
	
　　	

　	
７）
　　（わしが，あの思い上がった男を打ち負かすことが出来るかどうか，
もう一度試してみたい。）
　　　主語は，（私）。助動詞（出来る）の１人称単数形は，
　　　なので，は，明らかに接続法現在（接続法Ⅰ）である。

（３）100
直説法現在
接続法現在（接続法Ⅰ）	

直説法過去	

接続法過去（接続法Ⅱ）	

　　	
	　	
	
	８）
　　（彼がそれを思い上がりの心からしたのかどうか，私には分からな
い。）
　　　主語は，（彼）。動詞（する）の３人称単数形は，
　　　なので，は，明らかに，接続法過去（接続法Ⅱ）である。
　　	
	　		
	９）
　　（私があなたを助けることが出来るかどうか，それを私は試してみ
たい。）
　　　主語は，（私）。助動詞（出来る）の１人称単数形は，
　　　なので，は，明らかに，直説法現在である。
それと同様に，接続詞型条件文でも，直説法，接続法過去（接続法Ⅱ），
そして，接続法現在（接続法Ⅰ）までが使われていた。
　　　　　　　　　　　　　	



　　	

　	
10）
　　（私に生命があるならば，姫よ，あなたは，あらゆる危険に対し，
救いを持つことになります）
　　　主語は，（私の生命）。	（ある）の３人
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直説法現在
接続法現在（接続法Ⅰ）
直説法過去
接続法過去（接続法Ⅱ）
直説法現在
接続法現在（接続法Ⅰ）	

直説法過去	
（）
接続法過去（接続法Ⅱ）	
	
称単数形は，
　　　なので，は，明らかに，直説法現在である。
　　	

		　	
		11）
　　（私が騎士ならば，折を見て，彼らのもとに行けますものを。）
　　　主語は，（私）。動詞（ある）の１人称単数形は，
　　　なので，は，明らかに，接続法過去（接続法Ⅱ）である。
　　	
			　	
12）
　　（誰かが，あなたに，このことを訊いたならば，きっぱりと言って
下さい。）
　　　条件文の主語は，（誰か）。動詞（訊く）の３人称
単数形は，
　　　なので，が接続法現在であることは，明らかである。
（５）98
直説法現在	
			
接続法現在（接続法Ⅰ）	
	
直説法過去	
	
接続法過去（接続法Ⅱ）	

直説法現在
接続法現在（接続法Ⅰ）		
直説法過去
接続法過去（接続法Ⅱ）
直説法現在	

接続法現在（接続法Ⅰ）	
直説法過去	

接続法過去（接続法Ⅱ）	

条件文に接続法現在（接続法Ⅰ）が使えたとなると，話法の点でも，間
接疑問文と接続詞型条件文の間に，区別がないことになる。また，先述
のごとく，接続詞も同じを使っていたのだから，両者は本当に深い
関係にあったということになるだろう。
Ⅱ　非現実比較文と条件文と疑問文の関係
　上述の如く，条件文と疑問文は，イコールあるいは隣り合わせの状態
で，発展して来たものである。それと同様に，非現実比較文も，条件文
と疑問文と深く関わりながら，発展してきたものである。，
を使う非現実比較文の中には，条件文を見ることが出
来るし，を使う非現実比較文の中には，条件文ないし間接
疑問文を見ることも出来る。また，を単独で使う非現実比較文では，
直接疑問文ないし直接疑問文型条件文を見ることが出来る。
A）　als 型非現実比較文と直接疑問文と直接疑問文型条件文
　現代ドイツ語の型非現実比較文の特徴は，以降が定動詞倒置
をする点にある。それ故，この種の文に直接疑問文ないし直接疑問文型
条件文を見る人が多い。だが，中世高地ドイツ語まで遡ると，型非
現実比較文と直接疑問文の関係ないし型非現実比較文と直接疑問文
型条件文の関係は，消えてしまう。以下が定動詞倒置をしないから
である 14）。定動詞倒置をしなければ，直接疑問文とは完全に関わりが
なくなるし，また，直接疑問文型条件文とも関わりがなくなってしまう。
　　		
	
　　（彼は，全てを知っているかのように，振る舞っている。）
　　	
			　	
	14）
　　（彼らは，出陣しようとするかのように，軍旗を結びつけた。）
　　　は，の前身であり，助動詞である（不定詞は
）は，の直後になく，定動詞倒置をしていない。
直接疑問文ないし直接疑問文型条件文と関わりがなかった代わりに，
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型非現実比較文は，現実比較文と表裏一体の関係にあった。型非
現実比較文と現実比較文との違いが，話法の点にしかなかったからであ
る。非現実比較文には，接続法を使い，現実比較文には，直説法が使わ
れていた。このことは，直説法が事実・現実をありのままに述べ，接続
法が事実でないもの，事実と言い切れないもの，現実でないものを述べ
るということからしてみれば，非常にまっとうな使い分けを両者がして
いたことになる。
　［現実比較文］
　　	
　	
	
　　	
　	

　　	
　	
15）
　　（ジーフリトとクリエムヒルトの両人のもとに，知らせが届いた。
　　ブルグントの地で，しきたりとして行われているような，
　　そんな服を身につけた騎士達がやって来たと。）
　　　は，「～のような，～のように」を表す接続詞。主語は，
（人）。動詞（する）の３人称単数形は，
　　　なので，は，明らかに，直説法過去である。
　［非現実比較文］
　　	
　	


　　	
	　	
　　	
			16）
　　（その時，ジクムントの息子は，非常に優美な姿で立っていた。
　　あたかも，彼が，マイスターのすばらしい技によって，羊皮紙の上
（７）96
直説法現在	

接続法現在（接続法Ⅰ）	
直説法過去
接続法過去（接続法Ⅱ）	

に描かれたかのように）
　　　主語は，（彼）。動詞（ある，いる）の３人称単数形は，
　　　なので，は，明らかに，接続法過去（接続法Ⅱ）である。
もちろん，現代ドイツ語と同様に，接続法現在（接続法Ⅰ）も使うこと
が出来た。この型の文が直接疑問文型条件文と関わりがなかったのだか
ら，直接疑問文型条件文の影響によって接続法現在（接続法Ⅰ）が使え
るようになったわけではないだろう。
　　	
　	
17）
　　（あたかもそれがリュエデゲールであるがごとくに，
　　そっくりに，立派に彼らは行進しています。）
　　　主語は，（それ）。動詞（いる，ある）の３人称単数形は，
　　　なので，は，明らかに，接続法現在（接続法Ⅰ）である。
現代ドイツ語において，非現実話法の一つである非現実比較文に接続法
Ⅰ（接続法現在）が使われているのも，中世高地ドイツ語ですでに接続
法現在（接続法Ⅰ）が使われていたことにその原因があるのであった。
また，中世高地ドイツ語の非現実話法に接続法現在（接続法Ⅰ）が使え
ることは，先の条件文の例の如くである。
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直説法現在
接続法現在（接続法Ⅰ）
直説法過去
接続法過去（接続法Ⅱ）
直説法現在
接続法現在（接続法Ⅰ）
直説法過去
接続法過去（接続法Ⅱ）
B）　als ob 型非現実比較文と接続詞型条件文と間接疑問文
　型非現実比較文が，直接疑問文・直接疑問文型条件文と関わりが
なかったのとは異なり，型非現実比較文は，接続詞型条件文・間
接疑問文と大きな関わりを持っていた。何故ならば，以下に，文
章が入って来るからである。上述のごとく，文章は，中世ドイツ語
で，条件文であると共に，間接疑問文でもあった。また，条件文と
間接疑問文は，隣り合わせの状態にあったのだから，型非現実比
較文に条件文ないし間接疑問文を感じ取ることは，非常に理にかなった
ことでもあった。
　では，どちらの影響を大きく受けていたのだろうか。まず，話法の点
から言ったら，どうであろうか。現代ドイツ語の場合で考えれば，間接
疑問文は，接続法Ⅰ（接続法現在），接続法Ⅱ（接続法過去），直説法が
使え，条件文は，接続法Ⅰ（接続法現在）が使えず，接続法Ⅱ（接続法
過去），直説法が使える。そして，非現実話法は，間接疑問文と同様に，
接続法Ⅰ（接続法現在），接続法Ⅱ（接続法過去），直説法 18）が使える
ので，間接話法の影響の方が大きそうに見えるが，中世高地ドイツ語ま
で遡れば，間接話法は，現代ドイツ語と変わらず，接続法現在（接続法
Ⅰ），接続法過去（接続法Ⅱ），直説法が使えるが，条件文は，現代ドイ
ツ語とは違い，接続法過去（接続法Ⅱ），直説法が使えるばかりか接続
法現在（接続法Ⅰ）も使えた 19）。それに対して，非現実話法は，先述
のごとく，現実比較文との関係で，直説法を使うことが出来ず，接続法
現在（接続法Ⅰ），接続法過去（接続法Ⅱ）だけを使っていた 20）。それ
故，間接話法の話法と条件文の話法は，イコールとなるが，非現実比較
文の話法は，直説法が使えないという点で，間接話法の話法と条件文の
話法とは，距離が置かれてしまうことになる。つまり，話法の点で，間
接話法の影響が大きいか，条件文の影響が大きいかは，言えないという
ことになる。
　次に文型の点から言ったら，どうであろうか。現代ドイツ語で考えた
場合，

（９）94
　
　　　	

	
	
　　　（彼は，時間が充分にあるがごとくに，それをゆっくりとやって
いる。）
　　　	
	

　　　（彼は，時間が充分にあるかどうか，私に訊いてきた。）
　　　	

	
	
　　　（彼は，時間が充分にあるがごとくに，それをゆっくりとやって
いる。）
　　　	


	

　　　（彼に充分時間があれば，彼は，それをゆっくりとやるだろうに。）
同じを使っている点では，間接疑問文というように見えるし，また，
同じを使っている点では，条件文というように見える。だが，上
記のごとく，中世高地ドイツ語では，条件文もを使っており，
はに交代した３）。それ故，型非現実比較文が大きく影響を
受けてきたのは，実際には条件文の方であることになろう。もし，間接
疑問文の影響の方が大きいのであれば，は，のまま残った
はずだからである。
　また，がに交代したことに伴って，型非現実比較
文にも条件文の影響が現れ，以下が直接疑問文型条件文の形態をと
るようになった。つまり，定動詞倒置を起こすことになったのである。
　さて，現代ドイツ語の非現実比較文が条件文の影響下にあることは分
かっており，また，直接疑問文型条件文が直接疑問文に由来しているこ
とも分かっているが，間接疑問文と接続詞型条件文と型非現実比
較文が元来どのような関係にあったかという問題が残されている。その
答えとなりそうなのが，の語源である。その語源は，であ
る 21）。この語源を三者に当てはめて文を処理してみよう。
　	

は，「彼は，私に訊いた。彼
に充分な時間があるかも知れないと。」となる。また，	
	
	

12）は，「誰かがあなたにそのこと
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
を訊くかも知れない。そんな時，あなたは，きっぱりと言って下さい。」
となる。そして，	


		は，
「彼は，そんな時のようにゆっくりと，それをしている。（つまり）彼に
充分に時間があるかも知れない時のように。」となる。この場合，
（現代ドイツ語では，）とが時を表す語でもあることが重要なポ
イントとなって来るだろう。
　語源を活かせば，以上のような処理が可能となる。この処理を行なう
ことの意味は，三者の絡み合いをほぐし，一つ処からの出発を可能とす
る点にあるのではないだろうか。特に，型非現実条件文の場合は，
条件文と間接疑問文からの呪縛から解き放たれ，同じ比較文であ
る現実比較文との関係に納めて行くことが可能となる点に，大きな意味
があるはずである。
Ⅲ　まとめ
　直接疑問文と直接疑問文型条件文と型非現実比較文の関係は，以
下のようになる。
 ［初期新高地ドイツ語］　［現代ドイツ語］
直接疑問文
　　　　　　　直接疑問文型条件文
 影響を及ぼす　　
　　　　　　　型非現実比較文　　（定動詞倒置を起こす）
現実比較文
　また，間接疑問文と接続詞型条件文と型非現実比較文の関係は，
次のようになる。

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 ［後期中世高地ドイツ語］　［現代ドイツ語］
間接疑問文
接続詞型条件文
 影響を及ぼす　　
　　　　　　型非現実比較文　　（　から　　への交代）
現実比較文
こうして二つのタイプの変遷を並べてみると，直接疑問文型条件文が直
接疑問文から来ているのと同様に，接続詞型条件文も間接疑問文から来
ているのではないかと思いたいところではあるが，実際には，まだその
決着はついていない 22）。
註
１）　中世高地ドイツ語では，接続法現在（接続法Ⅰ）も使われていた。
	
	　	
	

（あなたが私のもとを離れて行こうとするならば，それは私にとって
心の底から悲しいことです）
［	
		
］
主語は，（あなた）。助動詞の２人称単数形は，
　　　なので，は，明らかに直説法現在である。
２）　	
	
Ⅲ
３）　	

	

条件文を導く接続詞として，は古くから使われて来たが，の登
場により，その座を次第に奪われて行った。が条件文に現れたの
は，世紀頃からである。
４）　	
		

５）　	
		

６）　	

	
	

	
	
	
７）　	
		

８）　	
		

９）　	
		
	
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直説法現在	
接続法現在（接続法Ⅰ）
直説法過去	
	
接続法過去（接続法Ⅱ）	
	
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
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
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